
 

 

 

 

 

⑲ ４頭目が生まれた！ 

                                2013.6執筆 

 

 ２０１３年５月１５日の夜９時、ミライが４頭目のアカチャンを産みました。１６日

の朝、体がすっかり乾いてしっかりと立っているアカチャンを確認しました。実は、前

日の夕方、出産の４時間弱前に私がミライと「また明日！」とあいさつをした時はミラ

イに出産の兆候などなにもなく、明日もまだ産んでないだろうなと思ったのでした。な

ので、ちょっとビックリしました。しかも、分娩の時間にはまだ動物園に職員がいた時

間でした。私が「もうすぐ産む！」と言っていたら様子を見に行ったに違いありません。

でも、ミライは静かな所で落ち着いて産むことが出来たことと思います。 

 

 さて、ミライにとっても私にとっても４頭目となる今回のアカチャンですが、⑧アカ

チャンの行動でもお話したこととさらに比較してみたいと思います。 

 やっぱり今回の子も土を食べ、ロングしっこをし、⑧では書きませんでしたが「オン

ナノコ座り」と私が呼んでいる座った時に前肢を両側に曲げる姿も共通して見られまし

た。そして、アカチャンが巣（？）とする場所なのですが・・・・一番人気は北東の隅

だと書きました。今回は新しい動物舎ですので今までと部屋は違います。なのに！！や

っぱり北東の角を巣に決めたのです！しかも、今回はそのあたりをビデオでじっくり観

察してみましたが、生後３６分で立ち上がり、その後母子ともうろうろとしていたのが

生後５時間半でその北東の角あたりに行動範囲を狭め、その１５分後とうとうそこを巣

にして座ったのです。それは、決して母親が誘導したわけでもなく、子が自ら選んだと

いった感じでした。本当にいったいどうやってそこを選ぶのでしょう。しかも、今回北

東の角となる場所は私たち飼育員が開け閉めする扉のあるところなのです。お客さん側

からも近く、さらにさらに、今回は部屋の床材はワラではなく砂でしたのでアカチャン

が座るであろう（座ってほしい？）場所である北西、南西の２か所にワラを敷いたので

した。にもかかわらず、私が一番座らないであろうと考えていた場所に座るなんて！ 

  

 でも、本当におもしろい！１頭だけでは分からなかったことがやはり４頭になると個

性ではなく、種の性質なんだと思うことがわかっておもしろい！！ 

 

 さて、もうひとつおもしろいことがありました。オトナのキリンはくぐったり乗り越



えたりできない横棒がありますが、コドモは４頭ともくぐるなり、乗り越えるなりした

のです。私は、それを考慮していたつもりだったのですが、全頭やってしまいまし

た・・・・。幸いにもケガもなく笑い話になる程度で良かったのですが、おもしろかっ

たのはオス２頭が乗り越え、メス２頭はくぐったということです。たまたまかもしれま

せんが、おもしろいと思いませんか？ 

 ちなみに、そのようにして別のエリアに出てしまったコドモたちですが、３頭目のシ

ウンは部屋から棒をくぐって父親のキヨミズのいるグラウンドへ行き、お父さんとあい

さつを交わしてまた棒をくぐって部屋に帰ってきたのです。笑ってしまいました。 

あと、アカチャンの時オス２頭は鳴くのを聞きましたが、メス２頭は聞きませんでした。

鳴くのはお母さんの姿が見えなくなった時でした。やっぱりオトコノコは甘えんぼなん

でしょうか・・・。 

 

  

 今まで４頭共通したことをお話しましたが、４頭中１頭だけやらなかった「あること」

があります。それは、初めてグラウンドへ出た日のことです。出る時は母親に誘われ自

ら出て行くのですが部屋に帰る時はなかなか入らないのです。母親は何度も部屋から出

てグラウンドにいるコドモを迎えに行くのですがこれがまた時間がかかる・・・。収容

時間も過ぎ、仕方なく私たちがすることは数人でコドモを部屋に押し込むという作業。

人工保育ではありませんからめったに出来ないキリンのアカチャンを思い切り抱きし

めるこの作業はちょっと嬉しい作業でもあります。この作業、先ほど登場したシウンだ

けはやっていません。なぜなら母親の誘導でスタスタと帰ってきたからです。「うわ～！

えら～い！！」と感動したもののちょっと残念な気持ちは隠せませんでした・・・。と、

いうことでやりました、今回の子も！新しい施設のサブグラウンドに出て、なかなか入

ってくれず、しかもお母さんが見えないので何度も「ボーッ！」と鳴きました。その時

はまだ開園中でしたのでキリンの鳴き声を聞いたお客様は本当にラッキーだったと思

います。そんなこんなでいくら待っても入らないコドモを私含め３人の飼育員が押し込

んで部屋に入れました。その日から、多少時間が掛かる時もありますが自分で入ってい

きます。今まで、同じ個体を２回押し込んだことはありません。ヒトが押し込むこの作

業、前回は出来なかったので内心嬉しかった私でした。 

 

これからどんどん大きくなっていくアカチャンの姿をさらに楽しみながら見守ってい

きたいと思います。 

 

            

 

 



           キリンの正しい座り方 

         （オトワ 2009.8撮影）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンナノコ座り 

 

←オトワ（2009.8撮影） 

 

   ウリュウ（2013.5撮影）→ 

 

 

 

 

         

 

初めて外に出る日。 

なかなか出られないけれど、出る時は自分で出る。 

でも帰りは入らなくて押し込んだ･･･ 

（ウリュウ 2014.5撮影）                                                         


